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大瀧  金三

神吉  史久

問　

高
齢
者
が
高
齢
者
を
介

護
す
る
老
老
介
護
が
増
え
て

い
る
。
外
来
診
療
に
行
け
な

く
な
っ
た
時
に
、
か
か
り
つ

け
の
医
師
が
、
地
域
の
中
で

積
極
的
に
在
宅
診
療
に
取
り

組
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
推

進
を
図
り
、
自
宅
で
診
療
を

受
け
ら
れ
る
環
境
を
整
え
る

必
要
が
あ
る
の
で
は
。

答　

加
古
川
医
師
会
に
よ
る

と
、「
往
診
に
つ
い
て
は
、

個
々
の
診
療
所
な
ど
の
判
断

で
実
施
さ
れ
て
お
り
、
か
か

り
つ
け
医
に
相
談
い
た
だ
い

て
差
し
つ
か
え
な
い
」
と
の

見
解
で
あ
る
。

一

般

質

問

公明党

新政会

在宅医療の推進を

若年女性人口の目標達成は

医師の判断に委
ゆだ

ねる

達成は容易ではない

町　長

町　長

▲1日も早くエアコン設置を

田中  久子

松岡  光子

問　

熱
中
症
な
ど
命
に
関
わ

る
危
険
な
暑
さ
で
、
小
・
中

学
校
に
エ
ア
コ
ン
設
置
の
声

が
全
国
的
に
広
が
っ
て
い
る
。

教
室
の
温
度
は
測
定
し
て
い

る
の
か
。

答　

校
舎
内
の
温
度
は
測
定

し
て
お
り
、
最
高
室
温
は

35
・
２
度
で
あ
っ
た
。

問　

国
が
定
め
た
教
室
内
の

室
温
の
基
準
は
。

答　

基
準
は
17
度
か
ら
28
度

で
あ
る
。

問　

来
年
度
計
画
し
て
い
る

小
学
校
の
エ
ア
コ
ン
設
置
時

期
を
６
月
末
ま
で
に
で
き
な

い
か
。

答　

現
在
、
実
施
設
計
を
行

問　

以
前
は
介
護
保
険
利
用

料
が
自
己
負
担
（
１
割
）
の

目
安
で
書
か
れ
て
い
た
。
今

回
、サ
ー
ビ
ス
費
用
（
全
額
）

を
書
い
た
意
図
は
。

答　

現
在
、
所
得
に
応
じ
て

１
割
、
２
割
、
３
割
負
担
の

３
段
階
と
な
っ
て
い
る
。
全

て
の
金
額
を
記
載
す
る
と
分

か
り
づ
ら
い
た
め
、
10
割
の

金
額
を
記
載
し
た
。
10
割
の

金
額
か
ら
負
担
割
合
に
応
じ

て
計
算
し
て
い
た
だ
く
よ
う

に
し
て
い
る
。

問　
「
高
齢
者
の
た
め
の
シ

ル
バ
ー
情
報
ハ
ン
ド
ブ
ッ

ク
」
が
配
布
さ
れ
た
。
住
民

の
中
に
は
、
あ
ま
り
見
ず
に

っ
て
い
る
。
国
の
補
助
採
択

の
時
期
、
工
事
日
数
を
考
慮

す
る
と
６
月
末
の
設
置
は
困

難
で
あ
る
。
ま
た
、
施
工
時

の
安
全
確
保
の
た
め
夏
休
み

中
に
実
施
し
た
い
。

家
具
固
定
の
対
策
を

各
自
で
対
応
を

岡
本
理
事

問　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
や

東
日
本
大
震
災
な
ど
で
尊
い

命
が
失
わ
れ
た
。
平
成
27
年

12
月
議
会
で
「
地
震
に
備
え

家
具
固
定
対
策
を
」
と
質
問

し
た
が
、「
先
進
地
事
例
や

近
隣
市
町
を
調
査
し
検
討
し

た
い
」
と
の
答
弁
で
し
た
。

そ
の
後
検
討
は
し
た
の
か
。

答　

東
播
磨
３
市
２
町
で
は

補
助
制
度
は
設
け
ら
れ
て
い

な
い
。
家
具
固
定
は
自
助
の

一
つ
で
、
各
自
で
対
応
い
た

だ
き
た
い
。

　

高
齢
者
や
障
が
い
の
あ
る

方
に
つ
い
て
は
、
避
難
行
動

要
支
援
者
の
個
別
計
画
の
普

及
と
あ
わ
せ
、「
ひ
ょ
う
ご

安
全
の
日
推
進
事
業
」
の
助

成
制
度
を
活
用
し
て
ほ
し
い
。

一

般

質

問

日本共産党

日本共産党

エアコン設置を６月末に

利用料10割表示の意図は

夏休み期間に実施したい

分かりやすく表示した

町　長

尾崎理事

年
度
目
標
値
①
４
０
０
０
人
、

②
170
件
、
③
320
人
）
達
成
の

見
通
し
は
。

答　

人
口
展
望
を
実
現
す
る

た
め
、
子
育
て
支
援
を
中
心

に
様
々
な
施
策
を
展
開
し
て

き
た
。
そ
の
結
果
、
人
口
は

微
増
、
微
減
を
繰
り
返
し
て

い
る
。
し
か
し
、
基
本
目
標

１
の
Ｋ
Ｐ
Ｉ
達
成
は
容
易
で

は
な
い
。

問　

人
口
増
加
を
阻
害
す
る

要
因
の
一
つ
に
住
宅
確
保
の

難
し
さ
が
あ
る
。
そ
こ
で
、

住
宅
密
集
地
区
の
空
き
家
・

空
き
地
の
活
用
が
考
え
ら
れ

る
が
、
狭
あ
い
道
路
な
ど
の

問
題
が
あ
り
利
便
性
や
防
災

の
観
点
か
ら
も
道
路
整
備
な

ど
を
進
め
な
い
と
、
流
通
が

進
ま
な
い
。

　

道
路
整
備
が
不
十
分
な
住

宅
地
区
に
関
し
て
は
、
道
路

整
備
の
計
画
策
定
な
ど
を
積

極
的
に
進
め
る
べ
き
で
は
。

答　

住
宅
の
防
災
面
か
ら
も

問
題
は
認
識
し
て
い
る
。
し

か
し
、
道
路
整
備
は
地
元
住

民
の
理
解
と
合
意
形
成
が
必

要
不
可
欠
で
あ
り
、
該
当
す

る
土
地
所
有
者
の
合
意
形
成

が
で
き
た
上
で
、
慎
重
に
検

討
す
る
必
要
が
あ
る
。

処
分
す
る
人
も
い
る
。
配
布

物
が
多
い
年
度
初
め
に
配
布

す
る
こ
と
が
問
題
で
は
。

答　

変
更
点
な
ど
を
早
期
に

知
ら
せ
る
た
め
、
各
自
治
会

に
協
力
い
た
だ
き
、
年
度
初

め
の
５
月
に
全
戸
配
布
し
た
。

問　

２
割
負
担
者
は
何
人
か
。

答　

２
割
負
担
者
は
29
年
度

実
績
で
全
体
の
９
・
23
％
の

132
人
で
あ
る
。

家
賃
加
算
分
を
加
え
た
額
を

認
定
基
準
に他

施
策
な
ど
全
体
的

に
検
討

武
田
理
事

問　

就
学
援
助
の
認
定
基
準

は
、
他
市
町
で
は
こ
の
２
年

で
引
き
上
げ
て
い
る
。
家
賃

加
算
分
を
加
え
る
と
認
定
基

準
は
最
高
額
に
な
る
と
以
前

の
答
弁
で
あ
っ
た
が
、
財
政

力
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
本
町
は

家
賃
分
を
加
算
し
た
額
を
認

定
基
準
に
で
き
な
い
か
。

答　

家
賃
加
算
を
用
い
た
近

隣
の
自
治
体
は
な
く
、
家
賃

加
算
の
上
乗
せ
に
つ
い
て
は
、

他
の
施
策
な
ど
の
兼
ね
合
い

も
あ
り
、
全
体
的
に
考
え
研

究
す
る
。

登
下
校
の
防
犯
対
策
は

合
同
点
検
を

実
施
す
る

武
田
理
事

問　

学
校
や
保
護
者
、
地
域

住
民
に
よ
る
通
学
路
の
緊
急

合
同
点
検
は
行
わ
れ
た
の
か
。

答　

通
学
路
を
含
め
た
児
童

の
生
活
区
域
の
防
犯
に
つ
い

て
、
各
小
学
校
区
で
危
険
箇

所
の
抽
出
を
行
っ
て
い
る
段

階
で
あ
る
。
調
査
結
果
を
ま

と
め
た
上
で
、
合
同
点
検
を

実
施
す
る
。　

街
路
樹
な
ど
の
管
理
は

委
託
管
理
し
て
い
る

喜
多
理
事

問　

街
路
樹
の
植
栽
か
ら
年

月
が
経
過
し
、
老
木
化
や
根

上
が
り
な
ど
が
見
受
け
ら
れ

る
。
放
置
す
れ
ば
倒
木
の
恐

れ
も
あ
り
、
通
行
に
支
障
を

き
た
す
が
管
理
状
況
は
。

答　

剪
定
や
防
除
を
実
施
す

る
際
に
、
枯
れ
て
い
る
樹
木

や
弱
っ
て
い
る
樹
木
に
つ
い

て
安
全
か
判
断
し
、
危
険
な

状
態
で
あ
れ
ば
補
強
対
策
や

場
合
に
よ
っ
て
は
伐
採
を
行

う
。
枝
葉
な
ど
繁
茂
し
て
い

る
所
が
あ
れ
ば
対
応
す
る
。

問　

播
磨
町
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
の
基

本
目
標
１
『
若
い
世
代
を
応

援
し
、
結
婚
・
出
産
・
子
育

て
の
希
望
を
か
な
え
る
環
境

を
創
る
』
の
Ｋ
Ｐ
Ｉ
（
重
要

業
務
評
価
指
標
）の
達
成
は
、

播
磨
町
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
の
将

来
の
人
口
展
望
３
万
人
維
持

に
と
っ
て
重
要
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
Ｋ
Ｐ
Ｉ
①
若
年

女
性
人
口
（
20
～
39
歳
）、

②
婚
姻
数
、
③
出
生
数
は
全

て
毎
年
減
少
し
て
い
る
。
特

に
、
若
年
女
性
人
口
は
毎
年

100
人
以
上
減
少
し
て
い
る
。

平
成
31
年
度
目
標
（
平
成
31

▲在宅診療をより受けやすく

▲若年女性人口の推移（各年12月末）▲そばに置いて活用してほしい

町 方向わが の は

（人）


